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回路設計技術分野 

ＦＡシステムのためのアナログ電子回路技術 
～アナログ回路によるセンサ素子とＰＬＣ間のインタフェース回路の設計技術を習得するコース～ 

受講対象者 生産設備機器のメンテナンス、制御盤設計・製作等に従事する技能・技術者の方 

講習内容等 

熱電対、サーミスタなどの温度センサ素子やその他のセンサ素子
の信号を増幅・電圧比較し、スイッチング信号としてＰＬＣの入
力回路に渡すまでの回路設計に必要な知識と技能を習得します。 
各種センサを PLC に接続して利用できるようになります。 
 
・アナログ回路技術 
（増幅、電圧比較、スイッチング） 
・オペアンプを用いたセンサ信号の増幅 
・オペアンプを用いた電圧比較回路 
・トランジスタスイッチング回路 
・電源電圧の供給方法 
・回路設計・製作演習 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 各種センサ素子、テスタ（回路計）、直流安定化電源、ブレッドボード、ＰＬＣ等 

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

E1701 平成 28 年 12 月 7 日（水）、8 日（木） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 10,000 円（税込） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦

 ○セミナー受講後の利用者の声③　～オーダーメイドセミナー～

　ポリテクセンター千葉及び君津では、本コース案内に掲載しているセミナーの他に、企業や事業主団体の皆

様のご要望に応じた「オーダーメイド型の能力開発セミナー」を承っております。

　平成２７年度にオーダーメイドセミナーを受講した方々の声をご紹介します。

 受講者の声
a.　設計や現場での作業が多いため、実践的な講座内容は、大変役に立ちました。

	 	 	（｢ 精密測定技術（長さ測定編）｣ 受講者）

b.　扱っている機械の保全、修理に役立てることが出来る。溶接作業をやっていたもののきちんとした基礎な

どを知らず今回で理論的に理解できた。	 （｢ 被覆アーク溶接実践技術（各種姿勢編）｣ 受講者）

c.　なんとなく動かしていたコードの動作原理の理解を深めることができました。インターフェースの解説が

長くとられていたので、より理解がしやすかった。

	 	 （｢ 組込みシステム開発（オブジェクト指向設計（UML）適用技術）｣ 受講者）

 事業主の声

a.　	専門技術研修の一部として、基礎技術力向上のために受講させて頂いています。

	 	 		　	（｢ 有接点シーケンス制御の実践技術）｣ 受講者）

b.			アーク溶接に興味を持ち、技能向上が見られた。	 （｢ 各種の溶接施工技術 ｣ 受講者）


